









































































































































こと｣ ､ ② ｢流動的な開発全体の現状を生態移民政策､節水型社会建設政策､農業構造改革政策の3つの事例から､
中間アクターの重層性及び多棟性を示すこと｣として掲げる｡第1章では､本論の目的を明らかにするために､ま
ず変容する｢開発｣の意味を扱い､ ｢開発｣が環境保護の意を含むに至る過程を明らかにしている｡また第2章で
は､西部大開発政策の特徴を捉える前提として､中国国家の環境保護に関する歴史を跡づけた上で､西部大開発政
策の概要を追い､開発と環境保護の同時実践という特徴を明らかにしている｡続く第3章では本論文の調査村象地
域である黒河流域の地域概況を示し､その中で黒河が抱える水分酉訴覗頁や､その中上流域に居住する人々の生活戦
略を明らかにしている｡第4章では西部大開発政策の中の｢生態環境保護と建設の弓封ヒ｣に相当する生態移民政策
が実施される過程を扱い､その中で､末端地方政府が開発政策の媒介者的役割を果たそうとする実態が明らかにな
る｡第5章では､黒河中潮戒の人々が直面した節水型社会建設政策を扱い､さらに内在的中間アクターである地方
政府が地域住民の声を新たな政策-とフィードバックさせる機能を掲示し､中間アクターの役割の多様性を示して
いる｡さらに､ 6章の農業構造調整政策分析では､他の二つの政策の主体が主に政府関係者と住民の中で様々に展
開されていくのに対し､新たな企業という主体が加わったことによる社会関係および中間アクターの変化を扱って
いる｡
現代中国の中でも東南沿海部などと比べ比較的に後発であるとされる西北地域を対象に､そこで行われている国
家政策としての開発政策の実態を､詳細な現地調査に基づいて明らかにしている点で他に類例の少ない貴重な研究
として評価できる｡特に､開発が砂漠化などの環境破壊問題や水資源問題に直結しやすい自然条件の地域だけに､
環境保全という理念がセットになって開発が進められている現代型の国家開発事業の事例として非常に興味深い
事例を扱っており､その調査ならびに分析の手法も周到である｡特に､開発政策の実施を開発の立案者たる国家の
方針の分析と､開発が実施される地域住民の生活変化という二極のみで捉えるのではなく､その中間にあって開発
の仲介となる｢中間　アクター｣に注目し､それらの間のダイナミックな関係として開発を捉えようとしている点
に独自性があるoまた｢自然環境保護｣という対抗放念を内包しつつ行われる新たな開発形態の事例提示と､開発
実行における多様な中間アクターの機能の分析､これらが主題/副題となり展開されており､論文としての全体構
成にも一貫性があってわかりやすし㌔調査環境としてはなかなかに厳しい地蚊での継続的現地調査の成果であり､
力作と評価することができる｡
｢中間アクター｣の分類として著者が提起する｢内在的中間アクター｣と｢外来的中間アクター｣については､
その｢内在性｣ならびに｢外来性｣の定義付けの根拠について議論の余地が残されているように見える点､また著
者が論文中で｢内在的｣と評している地方政府の官僚と､ ｢外来的｣と評する企業のエージェントでは､単なる内
荏/外来によって規定できない行政/企業という別個な目的および細俄原理を有することを考慮すべきと考えら
れる点など､いくつか補足的考察を促したい点は残されている｡また､全体の流れとして､ ｢自然環境保護の理念
を掲げた開発政策｣と｢中間アクターの重層性･多様性｣という2つの主題間の相互関係にももう一段の考察が加
えられていれば､さらに立体的で読み応えのある論が組み立てられたであろうと惜しまれるC　しかし､こうした点
を差し引くとしても､本論文は当該分野におけるオリジナリティーのある研究として認めるに充分な内容を有して
おり､よって､本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める｡
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